
催物の後援・推薦に係る審査結果報告書 
 

NO 
申請受付 

年月日 
主  催  者 催 物 名 会場・開催期間等 催 物 内 容 等 

申 請 

区 分 
入 場 料 等 

   許 可 年 月 日 

 (整理番号) 
チラシ等 

1 
令和7年

11月 19日 

瀬戸市公民館協議会・

瀬戸市 

令和７年度 瀬戸市公民

館大会（舞台発表会・作

品展・表彰式） 

瀬戸蔵4階 多目的ホール・

会議室2～5、2階 つばきホ

ール 

令和８年２月７日(土)～令和

８年２月８日(日) 

公民館における生涯学習として、音楽、芸術、語学、文

学等様々な分野にわたり市民が積極的に活動を行っている

中で、活動を周知し、自分の住んでいる地域に身近な公民

館があること、生涯学習の大切さ、楽しさを多くの市民に

伝える。また、公民館運営に長年ご尽力いただいた方に、

市長、教育長から表彰を行う。 

後援(継続) 
入場料 無料 

参加料 無料 

令和7年11月27日 

（7-139-83） 
○ 

2 
令和7年

11月 21日 

ボーイスカウト 瀬戸

第6団 

ボーイスカウトとあそぼ

う！ワクワク自然体験あ

そび 

金神社 

令和８年２月８日(日) 

・自然体験を通じて子どもの感性を育む 

・ボーイスカウト活動を紹介し、スカウト活動への参加の

きっかけを作る 

・家族や子供同士の交流の促進 

後援(継続) 

入場料 無料 

参加料 有料 

100円/人 保険代 

令和7年11月28日 

（7-142-84） 
○ 

3 
令和7年

11月 25日 

愛知県吹奏楽連盟・朝日

新聞社 

２０２５年度愛知県アン

サンブルコンテスト(高

等学校の部)県大会 

瀬戸市文化センター・文化ホー

ル 

令和８年１月２４日(土) 

各学校の吹奏楽部の日頃の練習の成果を発表する場と

し、部活動の活性化及び、音楽文化の発展に寄与する。 
後援(継続) 

入場料 有料：1,000円 

参加料 有料：一人

1,500円 

令和7年12月1日 

（7-143-85） 
 

4 
令和7年

11月 26日 

社会福祉法人 愛知県

社会福祉協議会 

一般社団法人 愛知県

聴覚障害者協会 

第４４回耳の日記念 聴

覚障害者と県民のつどい

ｉｎ瀬戸 

瀬戸市文化センター 

令和８年３月１日(日) 

・県民と聴覚障害者の交流 

・聴覚障害者に対する理解を深める 
後援 

入場料 有料 

大人1,500円、こども無

料 

参加料 無料 

令和7年12月3日 

（7-144-86） 
○ 

5 
令和7年

12月3日 
MERRY LAND English Camp 

長久手市公民館 学習室AB 

令和８年２月８日(日) 

瀬戸市在住の小学生の方々に、All Englishの環境で、

テーマについて１日４、５時間、外国籍講師より英語で学

ぶクラス。 

外国人講師より、様々なアクティビティを通じて、楽し

く英語に触れ、英語学習や、異文化に興味関心を持って頂

く機会とする。 

小学校で学んだ英語をアウトプットしたり、外国人講師

と実際に使用する生きた英語体験場面の提供をする。 

児童が英語を使う楽しさ、伝わる喜びを実感し、自信を

持ってコミュニケーションを図れるようになることを目指

す。 

他文化理解、挑戦する姿勢、協力して課題に取り組む社

会的スキル、などを育むアクティビティを通じて、英語は

楽しいものという体験を得て、今後の英語への学習意欲や

国際理解への基盤作りに寄与することを期待したプログラ

ムとしている。 

後援 
入場料 無料 

参加料 有料：4,000円 

令和7年12月11日 

（7-145-87） 
○ 

6 
令和7年

12月 10日 
あすなろ社 墨翔会 

第４３回あすなろ書初公

募展 

瀬戸市文化センター2 階 22 会

議室 

令和８年３月１５日(日) 

書教育向上ならびに普及のため 後援(継続) 

入場料 無料 

参加料 有料 

幼年～高校生：500円 

大学・一般：800円 

令和7年12月16日 

（7-151-88） 
○ 

7 
令和7年

12月 17日 
瀬戸いけばな協会 

2026 瀬戸いけばな芸術

展 

瀬戸市文化センター 交流館

３階 

令和８年３月７日(土)～令和

８年３月８日(日) 

日本の伝統文化である「いけばな」で地域文化興隆に寄

与することを目的とし、日頃研修に励んでいる12流派40

名の会員が年に一度、協会行事として開催する芸術展で

す。瀬戸市文化センター文化交流館3階で2日間作品の展

示を行います。 

後援(継続) 
入場料 無料 

参加料 有料：8,000円 

令和7年12月23日 

（7-154-89） 
○ 
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催物の後援・推薦に係る実績報告書 
 

NO 
報告受付 

年月日 

報告 

区分 

主  催  者 

（ 申 請 者 ） 
催 物 名 会場・開催期間等 催 物 の 実 績 等 後援・推薦の効果等 

1 
令和7年12

月11日 
後援 

一般財団法人地球産業文化

研究所 

理事長 佐久間 総一郎 

愛知万博／愛・地球博20周

年 モリゾー＆キッコロ 

ミュージカル「またね、こ

んにちは、」 

愛・地球博記念公園 地球市

民交流センター体育館 

令和７年３月２８日(金)～令

和７年３月３０日(日) 

入場人員：2,000人 

瀬戸市教育委員会様のご後援をいただきましたこと

により、公演内容に関心を持っていただき、親子連れの

お客様にも安心してご来場いただけたと思われます。ま

た事前の広告においてもメディアに多く取り上げてい

ただくことができました。 

2 
令和7年12

月12日 

後援

(継続) 

公益社団法人 瀬戸旭法人

会 

成田 順一 

「税に関する絵はがきコン

クール」 

尾張旭市役所 １階ロビー 

令和７年７月１９日(土)～令

和７年１１月３０日(日) 

参加人員：240人 
先生方や保護者様にも積極的にご応募いただけたと

思います。 

3 
令和7年12

月15日 

後援

(継続) 

学校法人菊武学園 名古屋

産業大学・名古屋経営短期

大学 

高木 弘恵 

名古屋産業大学・名古屋経

営短期大学 公開講座 

名古屋産業大学・名古屋経営

短期大学 

令和７年７月１２日(土)～令

和７年９月１７日(水) 

参加人員：580人  

入場人員：580人 

今年度は平日夕方に１講座２部制を基本として開催

したことにより、より多くの方々に参加していただけま

した。また、課題としていた参加率（参加数／申込数）

も 91％（昨年 78％）ととなり向上させることができま

した。 

4 
令和7年12

月9日 

後援

(継続) 

瀬戸市国際センター 

理事長 河村 誠悟 

第１８回ＮＩＨＯＮＧＯス

ピーチコンテスト 

瀬戸蔵 つばきホール 

令和７年１２月７日（日） 

参加人員：26人  

入場人員：150人 

第１８回目の開催となる今回は、小中学生の部に下品野

小学校（８名）、效範小学校（３名）、原山小学校（２名）、

西陵小学校（２名）、品野台小学校（１名）、萩山小学校

（３名）、にじの丘小学校（８名）、品野中学校（１名）、

光陵中学校（１名）、幡山中学校（５名）にじの丘中学校

（２名）から計３６名の応募があり、昨年度をはるかに

超える過去最高の応募者数となった。 

 スピーチコンテスト終了後の交流会も含め、出場者の

家族、日本語指導者、学校関係者（各学校教諭等）、北ロ

ータリークラブ会員を含む多数の来場があったことか

ら、教育委員会の後援名義使用による効果が大きいと考

えられる。 
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催物の後援・推薦に係る実績報告書 
 

5 
令和7年11

月25日 
後援 

愛知県私学協会 

榊 直樹 

第 73 回愛知県私学弁論大

会 

瀬戸市文化センター 

令和７年１１月２０日(木) 

参加人員：26人  

入場人員：500人 

瀬戸市の後援をいただくことで、私学教育の地域密着

性が感じられた。 

6 
令和7年12

月3日 
後援 

日本ゴルフ学会東海支部 

鶴原 清志 

第 35 回日本ゴルフ学会大

会 

パルティせと 

令和７年１１月１５日(土)～

令和７年１１月１７日(月) 

参加人員：43人  

入場人員：43人 

1. 瀬戸市におけるスポーツ振興の推進に寄与 

市内施設を会場とすることで、地域内外の研究者・指

導者が瀬戸市を訪れ、地域スポーツの発展に貢献した。 

2. ジュニア育成に関する科学的知見の集約 

教育・医科学・社会学等の観点からの研究成果が共有

され、今後の育成政策に活かせる基礎資料となった。 

3. 地域ゴルフ関係者との連携強化 

瀬戸市教育委員会の後援のもと、全国のゴルフ研究

者・指導者との交流が促進された。 

4. 品野台カントリークラブを活用した実践教育の充実 

本大会は、瀬戸市のご後援を賜り、学術的にも実務的

にも充実した大会として成功裏に終了いたしました。特

にジュニア育成をテーマに掲げたことで、地域スポーツ

の将来を見据えた議論と交流が活発に行われ、大会の意

義が一層高まりました。 

ここに、瀬戸市のご支援に深く感謝申し上げ、後援事

業報告書として提出いたします。 

7 
令和7年11

月26日 
後援 

やよいの会 

小林 雅彦 
森あそび（2025秋） 

龍洞山 久雲寺 

令和７年１１月２３日(日) 
参加人員：12人 

・信頼感や安心感の向上： 行政機関からイベントの趣

旨などについて認めていただいた結果、参加者や保護者

に安心感を与えられたと思います。特に保護者層に「健

全で教育的な活動」と理解していただけたと思います。

実際に、保護者の方からもそのようなご意見を聞くこと

ができました。 

・団体の活動認知度向上： 今回の団体の活動が社会的

に意義あるものとして認知されたことで、より多くの

方々にイベント情報をお届けできました。また、団体自

体や団体の他の活動についても、より多くの方々に知っ

ていただくことができました。 
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催物の後援・推薦に係る実績報告書 
 

8 
令和7年12

月22日 

後援

(継続) 

南山大学総合政策学部 石

川ゼミナール 

石川 良文 

「推しの瀬戸」ぼくわたし

のせとの“推し”画展 ―

自然と共に生きるまちを考

えよう― 

せと末広町商店街のシャッタ

ー 

令和７年１０月２５日(土)～

令和７年１１月２３日(日) 

参加人員：2,538人  

入場人員：2,538人 

教育委員会の後援をいただけたことで、市内の学童保

育や児童館にご協力をいただき、多くの子ども達から絵

を集めることができた。 

また、教育委員会のホームページへの開催情報の掲載

や市内の公立の全小学校へのチラシの配布をさせてい

ただけたことで、当プロジェクトが広く市民へ周知さ

れ、展示会の宣伝力および公共性の向上に繋がった。 

9 
令和7年12

月11日 

後援

(継続) 

ラボ教育センター 

巣山 万紀子 

世界の名作絵本を英語でた

のしむイベント 親子であ

そぼう英語の歌とおはなし 

尾張旭市・瀬戸市の公共施設

など 

令和７年１１月４日(火)～令

和７年１２月６日(土) 

参加人員：14人 
後援をいただき、幼稚園などで配布していただけ、来

て下さった方々がいて、楽しい会となりました。 

10 
令和7年12

月10日 

後援

(継続) 

朝日新聞社 

角田 克 

J.LEAGUE×朝日新聞ジュニ

アサッカースクール 

口論義運動公園サッカーグラ

ウンド 

令和７年１１月１日(土) 

参加人員：68人  

入場人員：182人 

本事業において市の後援名義を使用させていただい

たことにより、参加者や保護者に対して事業の公共性と

社会的意義を明確に示すことができ、安心してご参加い

ただく効果がありました。さらに、公的機関の後援があ

ることで広報活動における信頼性が高まり、結果として

68名もの参加者を集めることにつながりました。また、

後援名義の付与により地域の学校や保護者への案内が

円滑となり、子どもたちがスポーツに触れる機会を広く

提供することができました。これらの効果により、事業

は円滑かつ安全に遂行され、地域社会におけるスポーツ

振興にも寄与するものとなりました。 

11 
令和7年12

月9日 
後援 

せときら実行委員会 

山内 多枝子 

あめんぼまつり 隣のせと

きら 

青の広場周辺 

令和７年１１月８日(土)～令

和７年１１月９日(日) 

参加人員：200人  

入場人員：300人 

瀬戸市内にある東保育園・瀬戸北保育園・にじの丘放

課後クラブ・たいよう児童クラブ・おひさま児童クラブ・

せと野外保育所もりのね・地域の子ども達から200点近

い作品の募集がありました。後援名義の効果と考えま

す。 

12 
令和7年12

月18日 

後援

(継続) 

一般社団法人おやこラボ 

小原 茉奈 
こどもの未来応援講座 

パルティせと 市民交流セン

ター 大会議室 

令和７年１２月４日(木) ・令

和７年１２月１０日(水) 

参加人員：6人 

後援取得せずに講座をした際より、数多くの方にご参

加していただくことができております。 

参加された方より後援があることにより安心して参

加できたとの声をいただきました。 
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催物の後援・推薦に係る実績報告書 
 

13 
令和7年12

月18日 
後援 

Dignity2.0 国際カンファ

レンス実行委員会 

岩田 千佳 

Dignity2.0 国際カンファ

レンス 

BEST BEING が拓く心の時

代 

AI 時代の分岐点——Beyond 

AI、まだ誰も知らない“人

間の可能性”へ 

ポートメッセ名古屋 

令和７年１１月２８日（金）

～令和７年１１月３０日（日） 

参加人員：173人  

入場人員：362人 

（オンライン123人） 

後援名義により事業の社会的信用が高まり、県議会・

教育・NPO 等、多方面との連携強化に繋がりました。 い

ただいた祝辞を披露した際に、会場から大きな拍手が沸

き、参加者に対し、多様な価値観を受け入れる瀬戸市の

先進性を強く印象付けることができたと実感しており

ます。 

公的機関からの初の後援は、本事業の質を一段階押し

上げるものでした。この成果を次年度以降の活動に活か

し、さらなる発展と地域貢献を目指してまいります。 

14 
令和7年12

月16日 
後援 

中馬街道サミット 2025 事

務局 

鈴木 直樹 

中馬街道サミット2025 

上矢作町コミュニティセンタ

ーホール 

令和７年１２月６日(土) 

参加人員：50人  

入場人員：25人 

後援名義の付与により、本事業の公共性と信頼性が高

まり、地域住民・学校・関係団体への周知が円滑に進み

ました。その結果、地域からの参加者が増加し、各地域

の歴史文化保存会・教育関係者との連携が促進されたか

と思います。また、行政広報や地域メディアでの掲載が

広がり、街道文化継承への認知と参加意欲の向上につな

がりました。 

※「参加人員」…主催者を除く事業への参加者数   ※「入場人員」…催物の一般入場（来場）者数 
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令和７年12月情報公開請求一覧（学校教育課分）

請求

年月日
請求区分 請求内容

決定通知

年月日
開示区分 開示文書名 担当部署 備考

1 R7.9.30

公文書

開示請

求書

2022年度～2024年度の瀬戸市中小学校

体育連盟に関する文書

R7.11.13　開示決定の追加分

令和６年度瀬戸市中小体育連盟理事会

旅行命令書（会長及び理事長分）

R7.12.12 一部開示
令和６年度瀬戸市中小体育連盟理事会

旅行命令書

学校教育

課

開示しない部分

職員番号

開示しない理由・根拠規定

瀬戸市情報公開条例第７条第２号に該当。

個人に関する情報であり、公にすることにより、個人の

権利利益を害するおそれがあるため。
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第 19 回愛知県教育委員会教職員表彰について 

愛知県教育委員会では、教職員の意識高揚と資質向上及び学校の活性化を図るため、学校

教育において、創意・工夫にあふれ特色ある教育活動を実践して、顕著な成果をあげ、他の

模範となる教職員を 2007 年度から表彰しています。また、2020 年度に愛知県教育委員会若

手教職員等奨励賞を創設し、他の模範となる若手教職員を表彰しています。 

この度、下記の通り瀬戸市内の教職員１名が表彰を受けましたのでご報告いたします。 

1 表彰要件 

ア 愛知県教育委員会教職員表彰 

教職員経験が 10 年以上あり、かつ、年齢が 35歳以上の者で次のいずれかに該当する者 

(1)創意工夫ある教育活動により、顕著な成果をあげた者 

(2)使命感を持って教育活動の改善に取り組み、信頼が厚い者 

(3）地道な教育活動を継続して行い、他の模範となる者  

イ 愛知県教育委員会若手教職員等奨励賞 

教職員経験が 10 年未満かつ年齢が 50歳未満である者で次のいずれかに該当する者 

(1)創意工夫ある教育活動により、顕著な成果をあげた者 

(2)使命感を持って教育活動の改善に取り組み、信頼が厚い者 

(3）地道な教育活動を継続して行い、他の模範となる者  

2 瀬戸市内で表彰を受けた教職員 

部 門 イ―（1） 

学校名 瀬戸市立品野中学校 

職 名 栄養教諭 

氏 名 栗田 陽子（くりた ようこ） 

性 別 女性 

内 容 栄養教諭として、複数校を兼務する中で、現任校以外でも食育の充実

を図るため、各校の実情に応じて食育講座の実施や動画を活用した指

導を続けている。市アレルギー対応委員会の委員を長年務め、生徒や

保護者に寄り添いつつ安全を最優先にした取組を進め、瀬戸市におけ

る先進的な給食のアレルギー対応に大きく貢献している。 

なお、12 月中旬に愛知県教育委員会より本栄養教諭は、「令和 7年度文部科学大

臣優秀教職員表彰」にも該当するという連絡をもらい、令和 8年 1月 20日(火)に

東京大学 安田講堂にて全国表彰を受ける予定です。 
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第７４回瀬戸地方近郊駅伝競走大会 表彰者一覧 （参加申込チーム数：２２３チーム、当日参加チーム数：２０６チーム） 

 

総合成績 男子１部(21) (13.1km) 男子２部(55) (9.6km) 男子３部(57) (13.1km) 一般女子の部(21)(9.6km) 

優 勝 守山３５普連        42:55 中央発條陸上部ＯＢ      31:50 豊田大谷高校Ａ       39:55 愛知高校Ａ         35:23 

第２位 ＣＲＯＳＳＯＶＥＲ     42:55 アグピー           32:09 豊田大谷高校Ｂ       41:53 愛知高校Ｂ         35:41  

第３位 愛知県庁クラブ・壱     43:13 アグピー刈谷支部       32:23 チーム時央         42:09 R-axis            36:35 

 

区間成績 男子１部 男子２部 男子３部 一般女子の部 

第１区 
守東OB連合           11:49 

尾上 陽人        (3.8km) 

中央発條陸上部ＯＢ         08:11 

大野 雄揮        (2.6km) 

豊田大谷高校Ａ      11:56 

片岡 宇龍       (3.8km) 

愛知高校Ｂ          09:32 

加藤 紗彩        (2.6km) 

第２区 
愛知県庁クラブ・壱        07:19 

石切山 真孝       (2.3km) 

アグピー刈谷支部      07：07 

嘉無木 悟        (2.3km) 

豊田大谷高校Ａ      06:33 

田辺 神門       (2.3km) 

愛知高校Ｂ          08:07 

下村 咲葵       (2.3km) 

第３区 
守山３５普連        14:13 

村上 州          (4.3km) 

アグピー刈谷支部          06:58 

竹内 隆太郎       (2.0km) 

豊田大谷高校Ａ       13:39 

平山 颯真       (4.3km) 

愛知高校Ａ           07:09 

岡留 藍        (2.0km) 

第４区 
CROSSOVER           08:31 

山名 英志        (2.7km) 

中央発條陸上部ＯＢ         08:21 

橋本 崚         (2.7km) 

豊田大谷高校Ａ       07:47 

山崎 碧葉       (2.7km) 

愛知高校Ｂ          09:12 

森田 ここ乃      (2.7km) 
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総合成績 中学生男子の部(40) (9.6km) 中学生女子の部(29) (9.6km) 

優 勝 Ｒ-axisＡ           30:52 Ｒ-axisＡ          35:21 

第２位 みよしＲＣ.jr ボーイズ    32:54 Ｒ-axisＢ          38:07 

第３位 CROSSOVER A            33:13 SETPROJECT A         38:24 

 

区間成績 中学生男子の部 中学生女子の部 

第１区 
R-axisA                 08:49 

高野 晃彦          (2.6km) 

R-axisA                 09:32 

中島 夢渚        (2.6km) 

第２区 
R-axisA                 06:54 

佐野 雄万           (2.3km) 

R-axisA                 08:34 

犬塚 彩葉        (2.3km) 

第３区 
R-axisA                 06:48 

伊藤 照真         (2.0km) 

R-axisA                 06:57 

卜部 桃花         (2.0km) 

第４区 
R-axisA                 08:21 

中川 源            (2.7km) 

SETPROJECT A         10:10 

鬼頭 音羽        (2.7km) 
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男子の部 女子の部

順位 ゼッケン チーム名 タイム 順位 ゼッケン チーム名 タイム

1 120 陸上教室 0:11:20 1 209 天才ＧＩＲＬＳ東山 0:11:20

2 104 品野ミニバス 0:11:24 2 214 ＳＥＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ 0:11:30

3 125 ＳＥＴ　ＰＲＯＪＥＣＴ 0:11:33 3 204 ハッピーらむネ 0:12:02

4 131 イーストマウンテン２ 0:11:45 4 215 ＳＥＴ　ｇｉｒｌｓ 0:12:23

5 106 西陵少年野球クラブ 0:11:46 5 212 スポーツガール 0:12:46

6 124 マシック　 0:11:48 6 207 水南ＴＯＰＳ 0:12:51

6 116 ＥＭＢｓ 0:11:48 7 213 陸上教室 0:12:52

8 123 幡東ブルースカイ 0:12:12 8 216 Ｐｒｏｊｅｃｔ　ｇｉｒｌｓ 0:12:56

9 109 水南ＴＯＰＳ 0:12:17 9 203 プチスター 0:12:57

10 113 チームさっしーズ 0:12:30 10 205 品野ミニバス 0:13:27

11 114 チームてっちゃんズ 0:12:36 11 202 西陵ミニバス 0:13:30

12 105 ＳＮドリームス 0:12:37 12 211 イースターズ 0:13:32

13 128 西陵アベンジャーズ 0:12:38 13 201 幡西ガールズ 0:14:21

14 107 西陵ファイターズ 0:12:40 14 210 ＩＫＣＮ 0:14:34

15 126 ＳＥＴ　ｂｏｙｓ 0:12:46 15 206 ＳＮドリームス 0:14:35

16 115 ５ｓｔａｒｓ 0:13:08 208 ジェニーＧＩＲＬＳ東山 DNF

17 122 ドリムス・Ｊｒ 0:13:12

18 101 幡西ボーイズ 0:13:14

19 127 Ｐｒｏｊｅｃｔ　ｂｏｙｓ 0:13:22

20 102 でこぼこボーイズ 0:13:25

21 108 西陵ドラゴンズ 0:13:27

22 118 ウォーターサウス 0:13:27

23 119 オール・ジャパン 0:13:33

24 129 Ｄａｓｈ　Ｓｅｅｋｅｒｓ　ＫＨＴ 0:13:36

25 130 ＨＴＫＳＲＩ　ＵＮＩＴＥＤ 0:13:37

26 110 水南籠球部 0:13:42

27 117 ウォーターズ！！ 0:13:53

28 103 ＮＢＣブラザーズ 0:13:58

29 121 チャクリーズ 0:14:36

30 111 瀬戸柔道会 0:14:46

112 Ｄｏ　ｍｙ　Ｂｅｓｔ DNF

グリーンシティコムカップ 第１5回瀬戸市小学生駅伝大会
結    果

※表記上同タイムのものは、原則

1/100秒の結果により順位を確定。
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８年第１号議案 

   陶原小学校外５校屋内運動場（外部改修）工事請負契約の締結 

について 

 瀬戸市議会３月定例会に、みだしの議案を次の内容により提出するものとする。 

 

  令和８年１月１５日提出 

 

瀬 戸 市 教 育 委 員 会  

教育長 加 藤 正 彦  

 

１ 契 約 金 額  ２６７，７９５，０００円 

２ 工 事 場 所  瀬戸市原山町１番地の３外５か所 

３ 契 約 方 法  制限付き一般競争入札 

４ 工 事 内 容  陶原小学校外５校の屋内運動場の外部改修を行う工事一式 

５ 工 期  本契約日の翌日から令和９年３月９日まで 

６ 契約の相手方  瀬戸市東茨町７８番地の６ 

          大数建設株式会社 

          代表取締役 稲垣栄 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、市議会に議案として提出するにあたり、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づき、教

育委員会の意見を聴取する必要があるからである。 

追-1



８年第２号議案 

 

令和８年度全国学力・学習状況調査の参加について 

 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、令和８年度全国学力・

学習状況調査が実施されるが、本市における今後の教育指導の充実や学習状況の

改善に役立てるため、調査の趣旨に基づき、全小中学校が参加することとする。 

 

令和８年１月１５日提出 

 

瀬戸市教育委員会  

教育長 加藤 正彦  

 

（理由） 

この案を提出するのは、令和８年度全国学力・学習状況調査に参加するに当たり、

教育委員会の議決を求める必要があるからである。 
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￥ 

１．令和８年度全国学力・学習状況調査の概要 

①調査内容 

・教科に関する調査（国語、算数・数学、中学校英語） 
・質問調査（児童生徒質問調査、学校質問調査） 
  ※教科に関する調査（中学校英語）、質問調査は、オンラインで実施 

②調査対象 

国・公・私立学校の小学校６年生・中学校３年生 

③実施予定日（時間割イメージは別紙１） 
 

調査項目 実施予定日・期間 

教科に関する調査
（中学校英語以外） 

令和８年４月23日（木）（調査実施日） 

教科に関する調査
（中学校英語） 
「聞くこと」 
「読むこと」 
「書くこと」 

【当日実施期間】 
令和８年４月20日（月）～23日（木）のいずれか１日で実施 

【予備日】 
令和８年４月24日（金） 

※ 同じ日に、英語「読むこと」「書くこと」を１コマ程度、英語
「聞くこと」と生徒質問調査を１コマ程度で実施（目安） 

※ 各学校の希望を踏まえて日程を調整し、文部科学省が指定す

る日において実施。 

※ 不測の事態により、令和８年４月20日（月）～23日（木）
に実施できなかった学校は、24日（金）に実施 

教科に関する調査

（中学校英語） 
「話すこと」 

【当日実施期間】 
令和８年４月24日（金）、27日（月）のいずれか１日で実施 
※文部科学省において、500校程度を当日実施校に選定予定 

【期間内実施】 

令和８年４月28日（火）～5月29日（金）のいずれか１日で
実施（学校外での実施も可能） 

※ 当日実施校以外の学校については、期間内で分散して実施。 

※ 各学校の希望を踏まえて日程を調整し、文部科学省が指定す

る日において実施。 

児童質問調査 令和８年４月 24日（金）～５月８日（金）のいずれか１日で実施  

生徒質問調査 令和８年４月20日（月)～23日（木）のいずれか１日で実施 

※ 前述の通り、教科に関する調査（中学校英語）「聞くこと」「読
むこと」「書くこと」と同日に実施 

学校質問調査 令和８年４月1日（水）～１７日（金）の期間に各学校が実施 

令和８年度全国学力・学習状況調査 実施の概略 

資料２-1  
（注）本資料は令和 7年 10 月 15日時点のものであり、一部調整中の内容も含まれます。 

今後内容を具体化したうえで、令和 7年 12月に更新版を示す予定です。 
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④後日実施期間 

 ・教科に関する調査（中学校英語以外） 

令和８年４月2４日（金）～4月30日（木） 

 ・教科に関する調査（中学校英語） 
   「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

令和８年４月27日（月）～5月1日（金）（学校外での実施も可能） 

※調査の実施日（予備日も含む）に、調査を実施できないやむを得ない事情等がある学校や、実施時の

トラブルや欠席等により調査を実施できなかった生徒については、従来から教育委員会や学校等の

判断により、後日実施期間に調査を実施することを可能としている。この場合の教科調査の結果は、

全体の集計からは除外されるが、採点の上、教育委員会・学校に提供することとしている。 

 

 

２．令和８年度調査の実施方式 

  【小学校】 

 実施方式 
（オンライン方式の場合） 

用いるシステム 

教科に関する調査 冊子を用いた筆記方式 ― 

児童質問調査 オンライン方式 ※1 MEXCBT 

学校質問調査 オンライン方式 受託事業者のWebシステム 

  【中学校】 

 実施方式 
（オンライン方式の場合） 

用いるシステム 

教科に関する調査(国・数) 冊子を用いた筆記方式 ― 

教科に関する調査(英) オンライン方式 ※1 MEXCBT 

生徒質問調査 オンライン方式 ※1 MEXCBT 

学校質問調査 オンライン方式 受託事業者のWebシステム 

※1 点字は、冊子方式とする。 
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３．今後の主なスケジュール（予定） 

  ※下線部は例年と異なるもの 

 

○10月10日 

・ サンプル問題（中学校英語）の通常版をMEXCBT上に搭載 

○10月15日 

・ 令和８年度の全国学力・学習状況調査のCBT方式での実施に関する説明会 

  ○10月下旬 

・ ヘッドセットの保有数調査 等 

対象：参加予定中学校 

（参加意向調査に先立って、各学校のヘッドセット保有数等を確認） 

・ 英語「話すこと」の当日実施校（候補）に対する協力依頼 

  ○11月 

・ 英語「話すこと」の当日実施校の決定 

・ 学校基本情報の確認 等 

対象：都道府県・市（区）町村教育委員会 

（各設置者管内の学校住所・連絡先情報等の登録、通称「AB調査」） 

  ○12月 

・ 令和８年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領の策定 

・ 参加意向調査 

・ 事前検証の実施方法に関する連絡 

・ 「令和８年度全国学力・学習状況調査」担当者会議 

  ○令和８年１月 

・ 学校基本情報の確認 等 

対象：参加予定学校 

（参加予定の各学校の児童生徒数等の情報の登録、通称「CD調査」） 

・ サンプル問題（中学校英語）の配慮版をMEXCBT上に搭載 

○令和８年２～３月 

・ ヘッドセットの配付 

・ 事前検証の実施 

  

D調査の際に、児童質問調査、中学校英語「聞くこと」「読む
こと」「書くこと」・生徒質問調査、中学校英語「話すこと」
の実施希望日についても調査予定 
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令和８年度全国学力・学習状況調査の時間割のモデル 

○実施予定日 

 教科に関する調査（中学校英語以外） 

  ４月 23日（木）（調査実施日） 

 教科に関する調査（中学校英語） 

 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

   【当日実施期間】４月 20日（月）～23日（木） 

【予備日】   ４月 24日（金） 

 「話すこと」 

   【当日実施期間】４月 24日（金）、27日（月） 

  【期間内実施】 ４月 28日（火）～５月 29日（金）（学校外での実施も可能） 

 

○後日実施期間 

 教科に関する調査（中学校英語以外） 

  ４月 24日（金）～30日（木） 

 教科に関する調査（中学校英語） 

   「聞くこと」「読むこと」「書くこと」 

  ４月 27日（月）～５月１日（金）（学校外での実施も可能） 

 

１．小学校 

○調査実施日（４月 23日） 

１時限目 ２時限目 

国語 

（45分） 

算数 

（45分） 

 

○児童質問調査の実施日（４月 24日～５月８日のうち事前に学校ごとに調整された１日） 

任意の時間 

児童質問調査 

（20分程度） 

 

２．中学校（英語「話すこと」以外） 

Ａ. ４月 20日～22日、24日に英語、生徒質問調査を実施する学校 

○英語「読むこと」「書くこと」「聞くこと」、生徒質問調査の実施日 

（４月 20日～22日のうち事前に学校ごとに調整された１日の午前又は午後） 

任意の２時間 

英語「読むこと」 

   「書くこと」 

（50分程度） 

英語「聞くこと」 

生徒質問調査 

（50分程度） 

 

※中学校英語「聞くこと」調査では、文部科学省から配布するヘッドセットを使用いただくか、学校で保有

するイヤホンや生徒個人が普段授業等で利用している使い慣れたイヤホンを使用いただくことも可能。前

別紙１ （注）本資料は令和 7年 10 月 15日時点のものであり、一部調整中の内容も含まれます。 

令和７年 12月に策定予定の「令和８年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」に

おいて正式決定となります。 
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述の時間割モデルは、ヘッドセット・イヤホンを調査対象生徒全員分保有している場合の例であり、ヘッ

ドセット・イヤホンの保有数に応じて、資料２－２の実施モデルを参考として、実施すること。 

※ネットワーク環境等の理由により、学年全体で同じ時間に調査を実施するのが困難な場合は、例えば、学

級ごとに分散して実施することが考えられる。その場合、クラスごとに休憩時間をずらして設定するな

ど、先に調査を実施した生徒が後から実施する生徒と接触しないようにするための配慮を、各学校で適切

に行うこと。 

 

○調査実施日（４月 23日） 

１時限目 ２時限目 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

 

Ｂ. ４月 23日（調査実施日）に全ての調査を実施する学校 

○調査実施日（４月 23日） 

１時限目 ２時限目 ３時限目 ４時限目 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

英語「読むこと」 

   「書くこと」 

（50分程度） 

英語「聞くこと」 

生徒質問調査 

（50分程度） 

又は 

１時限目 ２時限目 ・・・ ５時限目 ６時限目 

国語 

（50分） 

数学 

（50分） 

・・・ 英語「読むこと」 

   「書くこと」 

（50分程度） 

英語「聞くこと」 

生徒質問調査 

（50分程度） 

 

※ネットワーク環境等の不安がある、「聞くこと」の調査にかかるヘッドセット・イヤホンを調査対象生徒

全員分確保できる見通しがないなどの理由で、学年全体で上記の時間割で実施することが難しい場合は、

極力Ａの日程のうち、20日～22日で調査を実施すること。 

 

Ｃ. ４月 24日以降に実施する学校・生徒（注） 

（注）調査の実施日（予備日も含む）に、調査を実施できないやむを得ない事情等がある学校や、実施

時のトラブルや欠席等により調査を実施できなかった生徒については、従来から教育委員会や学校

等の判断により、後日実施期間に調査を実施することを可能としている。この場合の教科調査の結

果は、全体の集計からは除外されるが、採点の上、教育委員会・学校に提供することとしている。 

 

  Ａ又はＢの日程で一部又は全ての調査（国語、数学、英語、生徒質問調査）を実施できなかった学校・生徒

は、実施できなかった調査のうち、国語と数学を４月 24日以降に、CBTで行う英語と生徒質問調査を４月 27

日以降に行うことができる。このうち、英語と生徒質問調査については、自宅、院内学級等の分教室、教育支

援センター等の学校外での実施をより柔軟に取り扱うことが可能となる。 
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  （国語、数学） 

日程 Ａ・Ｂ（４月 23日） Ｃ（４月 24日以降） 

問題セット 紙冊子（１種類） 

実施場所 原則として学校で実施 

 

 

  （英語「読むこと」「書くこと」「聞くこと」、生徒質問調査） 

日程 Ａ（４月 20～22日、24日）・Ｂ（４月 23日） Ｃ（４月 27日以降） 

問題セット 公開問題、非公開問題で構成 公開問題のみで構成 

実施場所 原則として学校で実施 学校外（自宅等）での実施も可 

 

 

３．中学校（英語「話すこと」） 

○当日実施校（４月 24日、27日） 

文科省指定日 

英語「話すこと」 

 

○期間内実施校（４月 28日以降） 

文科省指定日 

英語「話すこと」 

 

※１ 中学校英語（CBT）は、各問題プログラムの冒頭で英文入力の操作確認や、音声と録音の確認を行う予

定。 

※２ 中学校英語「話すこと」の「当日実施校」（24日、27日実施）は、文部科学省において 500校程度を

選定する。それ以外の「期間内実施校」について、実施希望日調査を行い、期間内で日程分散して実施す

る。対象校等については、今後連絡を行う予定。 

※３ 中学校英語「話すこと」調査では、音声データをアップロードする形で調査を実施。 

※４ 「話すこと」問題に時間制限は設けず、解答が終わり次第、手動で次のページに進む方式に、令和５

年度調査から変更予定。 

※５ 中学校英語「話すこと」調査では、文部科学省から配布するヘッドセットを使用して実施するととも

に、近くの生徒の解答が聞こえたり、解答を拾ってしまったりしないよう、出来る限り分散して着席させ

る必要がある。そのため、学校のヘッドセット保有数や調査に利用できる教室数に応じて、資料２－２の

実施モデルを参考として、実施すること。 

※６ 期間内実施においては、自宅、院内学級等の分教室、教育支援センター等の学校外での実施をより柔

軟に取り扱うことが可能となる。 
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８年第３号議案 

   瀬戸市社会教育委員の委嘱について 

瀬戸市社会教育委員 加藤 啓子は、令和８年１月１５日をもって辞

任するので、その後任として次の者を委嘱する。 

なお、委嘱期間は、前任の委嘱期間である令和８年５月３１日までと

する。 

  令和８年１月１５日提出 

 

瀬戸市教育委員会 

教育長 加藤 正彦 

 

 瀬戸市民生委員児童委員協議会 

 副会長 田中 康夫 

 

（理 由） 

 この案を提出するのは、瀬戸市社会教育委員を委嘱するにあたり、教育

委員会の議決を求める必要があるからである。 
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氏　名 選出母体 公　職・そ　の　他 新

1 水野
ミズノ

　征子
マサコ

校長会 瀬戸市小中学校校長会　副会長

2 山本
ヤマモト

　玉美
タマミ

公民館 瀬戸市公民館協議会　副会長

3 横井
　ヨコイ

　暢彦
ノブヒコ

子ども会 瀬戸市子ども会連絡協議会　会長

4 八鳥
ハットリ

　信彦
ノブヒコ

ＰＴＡ 瀬戸市小中学校PTA連絡協議会　会長

5 川本
カワモト

　まり子
コ

体育団体 瀬戸市スポーツ協会　監事

6 高橋
タカハシ

　正行
マサユキ

医師会 瀬戸旭医師会　理事

7 谷口
タニグチ

　幸二
コウジ

文化団体 瀬戸陶芸協会　参与

8 田中
タナカ

　康夫
ヤスオ

福祉団体
瀬戸市民生委員児童委員協議会
副会長

新

9 椿井
ツバイ

　信仁
ノブヒト

薬剤師会 瀬戸旭長久手薬剤師会　会長

10 福岡
フクオカ

　明
アキラ

学識経験者
元瀬戸市小中学校長・
瀬戸市教育ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ推進会議委員

◆定数及び任期・・・１３名以内、令和６年６月１日～令和８年５月３１日

令和6年度及び令和7年度　瀬戸市社会教育委員名簿
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令和８年２月　教育委員会日程表

日 曜日

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木 第４回尾張部都市教育長会議 北名古屋市文化勤労会館　小ホール 午後２時００分～ 教育長

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木
定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会

瀬戸市役所３階　３０１会議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～

全委員

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

1 日

2 月

3 火

定例教育委員会事前打合せ
定例教育委員会
瀬戸市総合教育会議

瀬戸市役所３階　３０１会議室
瀬戸市役所４階　庁議室
瀬戸市役所４階　庁議室

午後１時３０分～
午後２時００分～
午後３時００分～

全委員

件　　　　　　　名

3月11日(水)
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